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市
内
４
大
学
の
知
財
を
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
地
域
活

性
化
や
地
域
課
題
解
決
に
関
す
る

調
査
・
研
究
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
大
学
連
携
調
査
研
究
事

業
を
平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
に
23
事
業
を
採
択
し
て

き
ま
し
た
。

　

毎
年
、「
大
学
連
携
事
業
報
告

会
」
を
開
催
し
、
研
究
成
果
を
報

告
し
て
も
ら
い
、
市
の
政
策
の
参

考
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

■
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
活
用
し
た
研
究
（
酪
農
学
園
大

学
）

　

災
害
時
情
報
を
地
図
上
で
可
視

化
・
共
有
す
る
研
究
。
防
災
訓
練

に
参
加
す
る
な
ど
、
継
続
的
に
連

携
を
深
め
て
い
ま
す
。

■
食
と
健
康
に
関
す
る
研
究
（
北

海
道
情
報
大
学
）

　

人
の
健
康
に
役
立
つ
食
品
の
機

能
性
に
関
す
る
研
究
。
さ
ら
に
こ

れ
を
市
民
の
健
康
管
理
に
役
立
て

る
健
康
カ
ー
ド
事
業
へ
発
展
。

■
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
す
る

研
究
（
北
翔
大
学
）

　

不
要
不
急
の
救
急
出
動
を
抑
制

し
、
救
命
効
果
の
向
上
を
目
的
と

し
た
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
研
究
。
こ
の
成
果
は
大

学
の
公
開
講
座
で
も
市
民
へ
還
元

さ
れ
、
大
学
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

学
生
の
地
域
活
動
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
大
学
連
携
学
生
地

域
活
動
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
が
ら
幅
広
い
講
義

を
準
備
し
、
学
び
の
機
会
を
創
出

す
る「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

（
札
幌
学
院
大
学
の
学
生
）
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
14
事
業
を
採
択
し
て

い
ま
す
。

大学
連携
事業

　

大
学
連
携
学
生
地
域
活
動
支
援

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
学
生

の
地
域
活
動
の
推
進
や
実
学
教
育

の
場
と
し
て
効
果
が
表
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
７
月
に
開
催
し
た
大
学
連

携
事
業
報
告
会
で
は
、
学
生
自
ら

活
動
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
な
ど
を

さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た

め
、
市
内
大
学
の
協
力
を
得
て
、

大
学
教
員
が
地
域
に
出
向
い
て
講

義
を
す
る
大
学
版
出
前
講
座
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
大
学
連
携
調
査

研
究
事
業
と
し
て
調
査
・
研
究
し

た
成
果
や
大
学
の
得
意
分
野
の
も

の
で
、
江
別
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
機
会
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
下
段
の
と
お

り
で
す
が
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
に
も
情
報
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

 

詳
細　

企
画
課
☎
381-

１
０
１
５
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●

☎

市制施行60周年記念事業

コンペに先立っての学生たち
の企業視察

　

こ
れ
ま
で
、
診
察
や
検
査
な
ど

の
予
約
で
来
院
さ
れ
る
方
は
、
来

院
後
に
各
診
療
科
受
付
で
予
約
票

を
出
し
て
受
け
付
け
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
２
月
か
ら
は
来
院

後
に
１
階
の
自
動
再
診
受
付
機
で

受
け
付
け
を
し
、
自
動
再
診
受
付

機
か
ら
発
行
さ
れ
た
受
付
票
を
各

診
療
科
受
付
へ
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
動
再
診
受
付
機
は
正
面
玄
関

か
ら
入
っ
て
す
ぐ
左
側
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
受
け
付
け
に
は
診

療
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
回
の
受
診
日
か
ら
３

か
月
を
超
え
て
い
る
方
、
健
康
保

険
証
を
窓
口
に
提
示
い
た
だ
い
て

か
ら
３
か
月
を
超
え
て
い
る
方

は
、
自
動
再
診
受
付
機
を
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
診
療
券
を

持
ち
、
１
階
受
付
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
受
け
付
け
に

は
診
療
券
が
必
要
で
す
。
診
療
券

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
１
階
受
付

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
受
付
手
続
き
に
つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
で
す

・
当
院
を
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方

は
、
１
階
受
付
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
の
確
認
は
従
来
と

変
わ
ら
ず
毎
月
１
回
、
そ
の
月
最

初
の
来
院
時
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

詳
細　

市
立
病
院
医
事
課
・
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
☎
382-

５
１
５
１

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ

り
、
従
来
の
紙
カ
ル
テ
の
電
子

化
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
画

像
デ
ー
タ
化
や
検
査
結
果
の
数
値

の
デ
ー
タ
化
を
行
う
こ
と
で
、
情

報
の
共
有
・
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化

と
と
も
に
、
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

再
診
（
再
来
）
の
と
き
は
必
ず
１

階
の
自
動
再
診
受
付
機
で
受
け
付

け
し
て
く
だ
さ
い

  ①
来
院

②
自
動
再
診
受
付
機
で
受
け
付
け

　（
受
付
票
発
行
）

③
各
診
療
科
受
付
（
受
付
票
を
提

示
）

④
診
察
・
検
査
な
ど

⑤
会
計

江
別
市
立
病
院

　
外
来
の
受
付
方
法
を
一
部
変
更

http://www.ebetsu-hospital/

江
北
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で

　

８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

協
賛
事
業
と
し
て
、
市
立
病

院
医
師
に
よ
る
病
気
や
け
が

に
関
す
る
講
演
と
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
２
月
22
日
㈰
10
時
30
分
〜

●
会
場　

北
光
小
学
校
（
篠

津
805
）
※
江
北
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
会
場

●
担
当
医
師

　

岸
本
隆
史 

医
師（
整
形
外
科
）

　

田
中
洋
充 

医
師（
総
合
内
科
）

 

詳
細　

市
立
病
院
管
理
課

　
　
　

 

☎
382-

５
１
５
１

　
市
立
病
院
で
は
、
院
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
来
院
さ

れ
る
方
の
受
付
方
法
が
一
部
、
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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簡
単
で
、
楽
し
く
続
け
ら
れ
る

認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動
講
座

を
、
医
療
法
人
英
生
会
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
っ
ぽ
ろ
リ
ハ
ビ

リ
科
の
作
業
療
法
士
、
宇
佐
美
陽

平
氏
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㈮
13
時
30
分

〜
15
時
／
●
会
場　

市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
／
●
対
象　

65
歳
以
上
の

方
／
●
受
講
料　

無
料
／
●
そ
の

他　

運
動
靴
と
飲
み
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
主
治
医
か
ら
運
動

を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

 

申
込
・
詳
細　

２
月
４
日
㈬

　

室
内
で
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
い
、
冬
場
に
基
礎
体
力

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
主
催　

野
幌
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
／
●
日
時
　
２
月

26
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分
（
９

時
50
分
ま
で
に
集
合
）
／
●
集
合

場
所
　
市
民
体
育
館
柔
剣
道
室
／

●
料
金　

100
円
（
傷
害
保
険
を

含
む
）
／
●
持
ち
物　

上
靴
（
必

須
）、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
で
く
だ

さ
い
。
／
●
講
師　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
指
導
員
／
●
参
加
方
法　

　

室
内
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
基
本
を
学
ん
だ
後
、
飛

烏
山
公
園
周
辺
（
約
４
km)
を

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
き
ま
す
。
悪

天
候
の
場
合
は
室
内
で
実
施
。
終

了
後
、
温
か
い
お
汁
粉
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。ポ
ー
ル（
ス
ト
ッ

ク
）
は
無
料
で
貸
し
出
し
（
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

●
主
催
　
江
別
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
／
●
日
時
　
２
月

18
日
㈬
10
時
〜
12
時
（
９
時
50
分

ま
で
に
集
合
）
／
●
集
合
場
所
　

青
年
セ
ン
タ
ー
／
●
料
金　

100
円

（
傷
害
保
険
を
含
む
）
／
●
講
師

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
指
導
員
／

え
べ
つ
市
民
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21

え
べ
つ
市
民
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21

●
持
ち
物　

上
靴
（
必
須
）、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
手
袋
、

帽
子
、
履
き
な
れ
た
外
靴
、
暖

か
い
服
装
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

／
●
参
加
方
法　

当
日
、
直
接

集
合
場
所
へ
。

 

詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
385-

５
２
５
２

●

●

            ☎

か
ら
17
日
㈫
ま
で
に
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
介

護
保
険
課
（
〒0

6
7
-8
6
7
4

高

砂
町
６
　 

381-

１
０
７
３
☎ 

381-

１
０
６
７
）
へ
。
電
話
で
も
申
し

込
み
可
。
定
員
100
人
に
達
し
次
第

締
め
切
り
。

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ
。

 

詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
385-

５
２
５
２

２
13

☎

11:00 ～ 16:30
２
７㈯

1
10:00 ～ 15:30２

8㈰

㈮

温かい飲み物や食べ物のほか江別産小麦を使った
スイーツなどの特産品を販売するお店も出店します。

のほのほのほか江か江別か江別別別産小麦小産小麦産小麦産小麦を使っ使っを使っを使 たたたべべべ物の物の物の物温かい温かい温かい温かい温 飲み飲み飲み飲みみみみ物み物み物物や食べべや食べや食食
スイースイースイ ツなツななツななどなどなどの特の特産の特産特産品を販品品を販販売する売する売する売するお店もお店もお店 し出店しし出店出店 ます。ますす。。ますスイスイス ツツツなななななどなどなどの特産の特産の特産特産品をを品を
温かい飲み物や食べ物のほか江別産小麦を使った
スイーツなどの特産品を販売するお店も出店します。

雪の滑り台・
巨大迷路 で

遊べる！
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へ
。
●
そ
の
他

　
検
定
の
上
、

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修

了
者
認
定
証
を
交
付
。

　

思
い
が

け
な
い
水

の
事
故
か

ら
人
命
を

守
る
知
識

と
技
術
を

身
に
つ
け

ま
す
。（
プ
ー
ル
で
の
実
技
あ
り
）

●
日
時
　
２
月
11
日(

水
・
祝)

15

時
〜
16
時
30
分
、
14
日
㈯
９
時
30

分
〜
16
時
30
分
、
21
日
㈯
同
、
22

日
㈰
同
（
検
定
試
験
含
む
）
／
●

会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー
／
●
対
象

　
満
15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎
講

／
●
対
象
　
満
15
歳
以
上
の
方

／
●
定
員
　
先
着
20
名
程
度
／

●
受
講
料
　
教
本
・
教
材
費
代

１
５
０
０
円
／
●
服
装
・
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
（
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
な
ど
）・
筆
記
用
具
／

●
申
込
方
法
　
２
月
２
日
㈪
か
ら

９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
込
先

 
筋
カ
ア
ッ
プ
で
肩
・
膝
・
腰
の
改
善

 
関
節
痛
に
効
果
の
あ
る

　
〜
体
軸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

　

江
別
市
民
会

館
指
定
管
理
者

日
興･

プ
リ
ズ

ム
グ
ル
ー
プ
と

Piece

（
ピ
ー

ス
）
地
域
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
と
の
共
催
で
、
市
民
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
三
大
関
節
痛

で
あ
る
、
肩･

腰･

膝
に
良
い
体

軸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
体
軸

･

筋
力･

連
動
性
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

☎

　

 

習
修
了
者
の
資
格
を
有
し
（
認
定

証
発
行
日
か
ら
３
年
以
内
）、
ク

ロ
ー
ル
ま
た
は
平
泳
ぎ
で
500 

m

以
上
泳
げ
る
方
（
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）
／
●
定

員
　
先
着
20
名
程
度
／
●
受
講

料
　
教
本
・
教
材
費
代
700
円
、プ
ー

ル
利
用
料
１
０
０
０
円
／
●
服

装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・

水
着
・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
・

ゴ
ー
グ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具
／
●
申
込
方
法
　
２
月
２
日

㈪
か
ら
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申

込
先
へ
。

　

全
日
程
を
終
了
し
、
検
定
に
合

格
し
た
方
に
は
救
助
員
Ⅰ
認
定
証

を
交
付
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
日
本
赤
十
字

社
江
別
市
地
区
事
務
局
（
福
祉
課

地
域
福
祉
係
）
☎
381-

１
０
３
１

　

救
急
隊
到
着
ま
で
に
で
き
る
手

当
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
11
日(

水
・
祝)

９
時
30
分
〜
15
時
※
検
定
試
験
も

あ
り
／
●
会
場
　
青
年
セ
ン
タ
ー

●
日
時
　
２
月
15
日
㈰
13
時
30
分

〜
15
時
／
●
会
場

　
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
／
●
定
員

　
80
名
／
●
受

講
料　

無
料
／
●
講
師　

Ｊ
Ｈ
Ｃ

Ａ
認
定
上
級
ホ
リ
ス
テ
ィ
ツ
ク
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ａ
認

定
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
の
上
山

純
一
氏
／
●
そ
の
他　

講
座
終
了

後
、
講
師
、
理
学
療
法
士
、
管
理

栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
が
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

申
込
・
詳
細　

市
民
会
館
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
み
、

ま
た
は
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
フ
ァ
ク
ス
か
電
話
、
郵

送
で
市
民
会
館（
〒0
6
7
-8
6
7
4

高
砂
町
６　

 

381-

１
０
７
７
☎ 

383-

６
４
４
６
）
へ
。
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統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
は
、
北
海
道
知
事
選
挙

と
道
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
12
日
㈰
、
江
別
市
長
選

挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
26
日
㈰
と
な
り
ま
し

た
。□

投
票
で
き
る
方

　

江
別
市
で
投
票
で
き
る
方
は
次
の
３
つ
の
要
件
を

満
た
す
方
で
す
。

①
告
示
日
の
前
日
の
３
か
月
前
か
ら
、
一
度
も
転
出

す
る
こ
と
な
く
江
別
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
道
議

会
議
員
選
挙
の
告
示
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

②
投
票
日
に
満
20
歳
に
達
し
て
い
る
方
（
投
票
日
の

翌
日
が
20
歳
の
誕
生
日
の
方
も
該
当
し
ま
す
）。

③
江
別
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

□
転
入
・
転
出
し
た
方

○
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
た

方
は
江
別
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
道
内
の
他
市

町
村
か
ら
転
入
し
、
前
住
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
住
地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
江
別
市
の
居
住
証

明
書
（
発
行
無
料
）
が
必
要
で
す
。

○
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
た

方
は
、
江
別
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
日
の
前
に
江
別
市
か
ら
転
出
し
た
方

は
、
江
別
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
が
失

わ
れ
る
た
め
、
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

選
挙
管
理
員
会
事
務
局
☎
381
‐
１
０
５
２

知　事・
道議会議員選挙

1月 2日までに転入の届出をした方 江別市で投票できます。

1月 3日以降に転入の届出をした方 前住地に問い合わせて
ください。

市　長・
市議会議員選挙

1月 18 日までに転入の届出をした方 江別市で投票できます。

1月 19 日以降に転入の届出をした方
投票日の前に市外へ転出した方

投票できません。

江別市長選挙（4月 19日告示）
市議会議員選挙（4月 19日告示）
投票日　4月 26日（日）

北海道知事選挙（3月 26日告示）
道議会議員選挙（4月 3日告示）
投票日　4月 12日（日）

　

平
成
27
年

４
月
か
ら
、
市

民
会
館
の
指

定
管
理
者
と

な
る
団
体
が

決
定
し
ま
し

た
。
指
定
管

理
者
制
度
は
、

「
公
の
施
設
」

の
管
理
運
営

を
民
間
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
の
自
治
会
な
ど

に
委
任
す
る
制
度
で
す
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
管
理
運

営
の
効
率
化
、
経
費
の
縮
減
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
下
旬
か
ら
公

募
を
開
始
し
、
10
月
に
選
定
委
員
会
を
開

催
し
団
体
を
選
定
、
12
月
の
市
議
会
定
例

会
で
の
議
決
を
経
て
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
の
指
定
管
理
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

施
設
名
：
江
別
市
民
会
館　

所
在
地
：
高
砂
町
６
番
地

指
定
管
理
者
：
日
興
美
装
工
業
株
式
会
社

施
設
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

総
務
係
☎
381
‐
１
０
０
５

 

契
約
管
財
課
☎
381
‐
１
０
６
６

市
民
会
館
の
指
定
管
理

者
が
決
ま
り
ま
し
た

市選挙人名簿の縦覧　
　平成 27 年３月１日現在で登録
した選挙人名簿が縦覧できます。
日時…３月３日㈫～３月７日㈯
　　　８時 30 分～ 17 時。
【縦覧場所・詳細】
選挙管理委員会事務局 (市役所第二別館）
☎ 381-1052
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　野幌駅を使って通勤・通学する方を対象に、共有自転車を利用
する一般会員を募集します。会員登録をすると、野幌駅～自宅を
共有自転車で往来できます。会社員や学生で野幌駅を利用する皆
さん、環境に優しく健康的なサイクルシェアを始めてみませんか？ 

■実施期間／ 1 シーズン４月１日㈬～ 11月 30日㈪
　　　　24時間利用可能。
■利用料金／１シーズン3,000 円
　　　　　　※月単位などの利用は実施していません。
■利用条件／通勤・通学で自宅と野幌駅を自転車で往復する高校
　　　　　　生以上の方（40名）。【下図　利用方法のイメージ図
　　　　　　の一般会員を参照】
　　　　　　※買物を目的とした登録はできません。
■募集期間／２月３日㈫～３月 20日㈮（日・月・祝日除く）
　　　　　　先着（定員になり次第締め切らせていただきます）
■申込方法／必要なものを持参の上、次の場所で申込書を記載し
提出してください。
・お問い合わせ・申込先／野幌駅周辺地区サイクルシェアリング運
営事務局（野幌町 43-9 カムフォート 43-101号）☎ 398-6900
・受付時間／ 10 時～ 17時（日・月・祝日除く）。
・必要なもの／身分を証明できるもの（運転免許証・学生証・健
康保険証・住民基本台帳カードなど）と利用料金 3,000 円。
■その他／一般会員の他に、北海道情報大学と野幌駅を往復する
北海道情報大学会員を別途同大学にて募集を行います。詳細は学
生サポートセンター事務室（☎ 385-4416）までお問い合せくだ
さい。

 都心整備課☎ 381-1082

　
複数の会員が専用の自転車を共有するシステムです。一般会員は自宅から野幌駅までの通

勤、通学に使い、昼間の間は、情報大学の学生が野幌駅と大学の通学のために使います。

のっちゃりでエコ通勤

サイクルシェアリング運営事務局
（カムフォート 43内）

①豪雪地帯の江別では自転車の保管場
所が大変なのでとても助かります。 
②ほかに自転車を使うことがないから
効率的。 
③カードタッチのみで鍵を取り出せる
ので時間がかからない。
④駅近くに専用の駐輪場（上図サイク
ルポート①）があるので便利。

利用者の声

サイクルシェアリング一般会員募集

　
※自転車は原則 24 時間以内にポートへ返却するようお願いします（土・日・祝日を除く）。

朝方と夕方に野幌駅
と自宅を共有自転車
で往来する方。

朝方から夕方まで野幌駅
と北海道情報大学を共
有自転車で往来する方。

サイクルポート②

サイクルポート①

別途
大学で
募集

サイクルポート①

今 回
募 集
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